
番号 年代 地域
走水小との

関わり
分類 跡地についてのご意見・ご提案

1 60歳以上 走水町内 元在校生 商業・賑わい 災害後の復旧拠点、陸上養殖（海苔）

2 60歳以上 走水町内 元在校生 自然・教育・歴史 自然や歴史に触れる教育拠点（海洋・歴史教育）として活用

3 30～49歳以下 その他市内 特にない 防災・安全対策 津波避難台の設置

4 50～59歳以下 市　外 元在校生 商業・賑わい 宿泊施設（校舎利用）※食事は給食メニュー

5 60歳以上 走水町内
元在校生の家族

等
地域・町内会 町内会の集会所、飲食場所、高齢者の居場所

地域・町内会 地域や卒業生の集会所

商業・賑わい 観光スポット（給食が食べられる、走水神社とコラボ）

商業・賑わい 道の駅、キャンプ場、海遊び

自然・教育・歴史 ホタル観賞、走水の歴史展示

商業・賑わい 走水に来た人が立ち寄れる場所

地域・町内会 走水小学校があったことを思い出せる場所

9 60歳以上 その他市内 その他 自然・教育・歴史
①歴史教育施設（対象：群馬県の小、中学生を対象)

②臨海学校（対象：親子連れ）

防災・安全対策 避難所の維持

地域・町内会 選挙投票所の維持、町内会事務所の確保

商業・賑わい 【校舎】オフィス（有料or無料）

住宅
【校庭】高齢者、障害者、児童養護など複合型グループホーム（全ライフ

ステージ対応型）

その他、懸念など

【道路】人の増加により、道路と駐車場・駐輪場の整備が必要

【その他】自然を活かした新しい住まい、子どもが集まる複合型福祉村の

要素あり。走水の地から今後100年のモデル地区でPR

12 60歳以上 その他市内 その他 自然・教育・歴史 子どもたちのキャンプ施設

13 18歳以下 その他市内 特にない 商業・賑わい キャンプ場、ディスカウントストア

商業・賑わい 陸上養殖（アワビ、海苔）、校舎は「道の駅」型の売店

防災・安全対策 体育館は平時はスポーツ利用など、緊急時は避難場所

15 50～59歳以下 市　外 元在校生 商業・賑わい 道の駅（宿泊施設を併設）

16 50～59歳以下 走水町内 元在校生 商業・賑わい 走水の歴史展示、カフェ、高齢者の居場所

17 50～59歳以下 走水町内
元在校生の家族

等
商業・賑わい 稚魚や稚貝の養殖施設または研究施設、野菜の室内栽培施設

50～59歳以下 市　外 元在校生

元在校生走水町内

元在校生走水町内60歳以上

50～59歳以下

50～59歳以下 その他市内 元在校生6

7

8

10

旧走水小学校（意見用紙21件）※メール含む

11

14

50～59歳以下 走水町内 その他

60歳以上 市　外 その他

1



自然・教育・歴史 走水の写真展示室、文化資料室の設置

跡地活用以外 旗山崎公園の一部樹木の伐採（富士山眺望確保）

跡地活用以外 スクールバスの導入（子育て世代の流入）

跡地活用以外 バス停名称は「走水小学校」を維持

19 60歳以上 走水町内 元在校生 自然・教育・歴史 校舎を利用して、ここでしかできない教育を実施

20 60歳以上 走水町内 元在校生 自然・教育・歴史 子どもたちの憩いの場

自然・教育・歴史 漁業体験学習施設

自然・教育・歴史 学童保育、不登校児童の居場所

地域・町内会 コミセン分館（学習室、図書室、歴史資料館）

60歳以上 走水町内

走水町内 元在校生

18

21 60歳以上

2
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標題： 走水小学校跡地の利活用に関する地域説明会資料

横須賀市財務部 FM推進課長殿

走水小学校跡地利活用について

＜旧走水小学校校舎の有用性＞

 今後 30年以内に 80％の発生確率が想定される南海トラフ地震及び首都圏直下型地震に対

応するため、災害後の復興拠点として旧走水小学校を活用すべきです。

 旧走水小学校の建物は、海抜５メートル以上の地点にあり、南海トラフ地震等で想定され

る 3メートルの津波で市役所、警察署及び横須賀市立総合医療センター（旧上町病院）など

主要な施設が水没する中で震災後にも耐震性を備えた建物として、地域住民の避難所や災害

用備蓄品の貯蔵場所に適しています。横須賀市内は、大地震で甚大な被害を受け、3ヶ月は

立ち行かない状態が続くでしょう。 

旧走水小学校の建物の資産価値は、体育館を含め、5 億円以上になると考えます。そして、

建物は耐震補強を行っており、30 年は使用可能期間があると考えます。これを安易に取り

壊すのは非常にもったいないことです。

 走水は「走水神社の御神水」、「大泉時の湧水」、「滝の井戸」及び「走水 2丁目井戸群」な

ど環境省選定の平成の名水百選（平成 2年）に選定されている横須賀市内でも有数の水源を

有する地域です。横須賀市内の水道水は、遠く相模湖から水道管を引き込んでおり、南海ト

ラフ等の大地震等が起これば、水道管の復旧には少なくとも 1ヶ月以上はかかることが想定

されます。走水は震災後の飲料水や入浴用水の水不足に対応できます。防衛大学校は有事に

対応するため、走水水源地から直接水道管を引いています。災害時には走水の水は有効に活

用できます。

 横須賀市の人口は、早ければ 10 年で半分になるでしょう。日産の追浜工場は閉鎖される

など市内には若者が働ける勤務先がありません。横須賀市には地域の活性化策がなく、近所

のスーパーに行けば、老人ばかりであり、今後、若者の市外への人口流出が加速し、高齢化

が急速に進んでいきます。

 国が推進する建物の耐震化について言えば、建物を新築するだけで 4,000万円（坪 100万

円×20坪×2階建）がかかりますが、老後資金 2,000万円も用意できない者がいるのに、多

くの者は資金的に困難です。現在住んでいる建物に耐震工事をしても、震災後ずっと住み続

けることができないかもしれません。近隣の建物の火災の影響で我が家が消失してしまうか

もしれないのです。

 建物の老朽化が進み、多くの人々の建物は震災で破壊されます。走水は 3メートルの津波

で住民の 3分の 1は大変な打撃を受けることでしょう。特に、海抜 0メートル地帯の伊勢町

地区（走水 1丁目地区）は悲惨な状況となると思われます。旧走水小学校の建物を地域住民

が震災後 1ヶ月以上生活できる安全な避難場所として確保することは重要な施策です。



＜陸上養殖への転換＞

走水の産業といえば、つり船業とのり養殖業で海との関わりが深い地域です。

しかし、地球温暖化により、房総沖に珊瑚礁群が現れるなど海の環境も急激に変化してき

ています。今後、東京湾は今後磯焼けなどのリスクにさらされることになります。以前は、

走水の海岸でもあさりがたくさん採れましたが、今では全く採れないそうです。

東京湾の水温が上昇し、冬でも黒鯛が活発に活動するため、養殖しているのりが食べられ

てしまい、のりの生産量が減ってしまう事態になっているということです。

そこで、「育てる漁業」への転換を図る必要があります。旧走水小学校校舎が東京湾に面し

ていることから、海水を直接取り込むことが可能であり、水産資源の陸上養殖の場として活

用することを提言します。

マルコメ、三島食品及び（同）シーベジタブルなどの企業が、のりの陸上養殖に成功してい

るということです。これらの企業に旧走水小学校校舎の建物を無償または低額の賃料により

誘致し、代わりに建物の管理を依頼し、平常時は地域住民が体育館や校庭の利用できるよう

に活用すべきと考えます。

のりの陸上養殖のノウハウは地元の漁業関係者に還元し、最終的に地元が潤えば良いと思い

ます。

走水小学校校舎の記憶

私が授業を受けた小学校は木造の建物でした。卒業後、小学校の PTAの役員をした頃に星

の観察会がありました。招かれた先生方からは、首都圏でこれほどきれいに星の観察ができ

るところは他にはないとのことでした。屋上に上がって、走水港・伊勢町の海岸から東京湾

越しに富士山を臨んだ景色はとても美しいものでした。
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走水小学校の教室を以下のところに賃料（可能な団体には）という形で利用してもらう。
１．走水町内会事務所
２．子どもの居場所（不登校の子どもさん達が集まって、自然豊かなこの場所で心を癒

し、魂の回復を目指す）
３．ノリの養殖（業者であれば賃料は当然可能かと）
４．高齢者の地域コミュニティセンター
５．校外学習センター（宿泊できるように改造して、青少年育成センターのようなとこ

ろにして、横須賀市内だけでなく、県下や東京でコンクリートに囲まれているよう
な学校の学生達に来てもらう。寝袋で寝てもらい、翌日は海の体験学習や横須賀市
の美術館、灯台、観音崎公園ツアーをボランティアにしていただく）

６．残りの教室の３つくらいは企業に貸し出す（賃料を取って、管理費に回す）
７．４階は、防災拠点として、発電機を備えて地域の約１００人近くの避難場所となる

ように。そして最低５日間位自力で生活できるようなところとする。（景色がとても
良いので、教室レストランとして一番上の階に作る・災害時は休止）

８．市の出張窓口（月・水・金の１０時から１５時までとかの限定）
９．高齢者相談事業所やヘルパー事業所（８．９については教員室でも十分可能では）

グランドの第１種中高層地区について
高齢者と障害者、児童養護の方々の複合型グループホーム（全ライフステージ対応型）
特徴ある施設
① 植物やホタル、公園などの清掃を入居者と職員と地域の方々で行ってもらって、地域

の方々も気楽に教室に来れる所にする。少し畑や海の養殖なども手伝ってもらうと
良い。

② ３食の食事は、走水小学校の厨房設備を利用して、グループホームの方々だけでな
く、走水小学校に入っている業者や学習センターのスタッフ、市や業者の方々にも注
文を取ってお弁当を作ってもらう。食事を作るのは、地域の方々で雇用の創出もでき
るとよい。（多くの人に食べてもらえるようにする）

③ 子ども達の声が聞こえる元気なところ
グランドについては、少し狭くなってしまうかもしれないが、ソフトボールや野球、体
育館を使ってのクラブ活動（できればセミプロぐらいの団体が来るとなおよい）を週末・
夜などやってくれるところがあるので、その子たちの声をきいているだけでも、グルー
プホーム入居者や地域の方、学校の教室に入っている団体なども元気がもらえる。

道路について
これだけのスタッフと人が集まるのであれば、道路と駐車場及び駐輪場位の整備は必要

２枚目に続く



最後に

走水の自然をいかした新しいすまいの在り方、また子ども達も集まる複合型の福祉村が
できるのではないでしょうか？

今後の１００年を走水の地からモデル地区としてアピール
↓

国や県にも要望書を提出して予算できるものは予算化
↓

日本全国から自治体関係者が集まり、過疎化の各市町村がその土地にあった福祉村を
作っていく。

そして日本が元気になっていくのをこの場所から見届けていくことができたら幸せですね。
これを、地域再生事業の一環として企業とコラボする。
ＳＭＳをはじめ口コミから初めて、神奈川テレビや神奈川新聞にも取り上げてもらい、小泉
農林水産大臣にもご協力していただく。

勿論地域の方々の理解なくして実行はないと思います。
いかがでしょうか？
文字ばかりで失礼いたしました。
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走水小の残された環境を大切に維持し、子ども達の教育に生かしていただきたい。

地元漁協の協力により、「海の幸集会（磯の生物とのふれあい・アサリ取り）」「ワカメ

の種付けから収穫」、また、「焼き芋集会」「全校海水浴」「ほたるの里作り」「田んぼ作

り」「冬の夜の天体観測」等々、日常の学校生活の中に自然とのふれあいが位置付けら

れていました。この環境を生かして、ぜひ子ども達の教育の場として活用していただ

きたい。机に座って学習するより、はるかに大きな教育成果が上げられます。

近年、少子化が進み、家庭でも学校でも大人の目が行き届き安心・安全な環境の元に

育てられているはずの子ども達が、なぜ心のひずみを感じくずれていくのか、不登校

や非行の現実は、自然の中での心の癒やしとともに、知恵の気づきを学ばせることで

解消できると思います。

走水小には、シャワールームがあり、校内キャンプもできます。わずか２泊くらいの

他地域へのキャンプ体験に市の多くの助成金をつかわなくても、ここでやればよい。

かって北海道の子供会が集団で夏休みキャンプの宿泊施設として利用していた事もあ

ります。お別れ会行事として地域の方が制作してくださった展示物もそのまま市内の

子ども達にも見てもらいたい。

フリースクールや学校生活になじめない子ども達の教育の場としての活用を切にのぞ

みます。子供会が消滅して地域での縦つながりも出来なくなっています。市主催の子供

会行事などもここで開催してみてはいかがでしょうか。
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ご記入有難うございました。

送付先アドレス：fpd-fi@city.yokosuka.kanagawa.jp

送信期限：６月１日（日）まで

１ ご自身の当てはまるものをご選択ください（当てはまるものを■としてください）

年 代 ■18 歳以下 □19～29 歳 □30～49 歳 □50～59 歳 □60 歳以上

お住まい □走水町内 ■その他市内 □市 外

走水小と

の関わり
(複数回答可)

□元在校生 □元在校生の家族等 □スポーツや文化活動等で利用

□選挙投票所で利用 ■特になし □その他（ ）

２ 走水小学校跡地について【利活用のイメージ等をお聞かせください】

宿泊施設は土地用途的に付加との記載でしたが、キャンプ場やデイキャンプとしての利用は

可能であれば活用できると思います。

実際、千葉県や小田原市などに廃校となった場所をキャンプ場として運営している例もあり

ます。

https://campiece.com/

https://www.tacoglamp.com/

上記いずれも既存の施設や自然環境は活かしたまま県内外から多くの集客が行えておりま

す。観音崎で一時やっていたようなグランピングリゾートではなくコストパフォーマンスに

優れた内容と周辺立地（観音崎、海、走水神社）など観光資源も豊富であり海を感じながら

強風が防げる環境は非常に少ないです。

雇用の促進や経済効果の期待もできると思います。

ご一考いただければ幸いです。

近しい考えかたで道の駅として活用しているところもありますので参考までにリンク貼りま

す。

https://www.michi-no-eki.jp/stations/views/19827

妻はメガドンキホーテになって欲しいと言ってました。
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